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第
五
十
二
巷

第
六
競

/'、

七
七

O

嚢

報

域
経
済
論
ほ
か
L

乙
渦
逸
に
生
れ
た
危
機
の
理
論
で
あ
る
。
従
串
の
自
由

主
義
的
た
陀
界
純
済
の
槽
昨
併
が
世
界
恐
慌
を
契
機
と
し
て
そ
の
機
能
白
大

半
を
停
止
し
た
主
き
、
そ
れ
に
代
る
輔
な
る
秩
序
を
創
出
す
る
た
め
に
生

れ
て
車
た
貸
践
の
理
論
な
の
で
あ
る
。
そ
の
晶
で
う
な
意
味
に
於
て
鹿
域
紹

酔
諭
は
極
め
て
主
抽
倒
的
な
性
格
を
も
つ
の

τあ
る
が
、
そ
の
本
串
白
使
A
叩

を
果
す
た
め
に
は
経
済
白
基
礎
枯
遣
に
闘
す
る
害
現
的
な
認
識
を
伴
ふ
と

主
が
絶
針
的
に
要
請
さ
れ
る
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
。
本
報
告
に
於
て
主
張

し
た
い
の
は
そ
白
と
と
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
左
遁
ペ
ら
れ
た
。

常
日
目
出
席
者
汐
毘
、
谷
口
、
八
木
、
大
塚
、
堀
江
、
巾
谷
、
白
静

青
山
、
松
井
、
田
#
、
堀
江
(
英
)
白
商
先
生
。
青
盛
、
上
杉
、
岡
部
、
大

橋
、
柏
井
、
河
野
、
揮
峰
、
辻
、
中
西
、
一
一
一
谷
、
克
の
諸
氏
。

O
四
月
例
曾
問
月
二
十
二
日
(
火
)
午
後
六
時
三
十
分
よ
万
措
友
合
館
に

品
目
い
て
新
任
助
手
並
び
に
本
年
度
大
串
院
新
入
層
生
敵
迎
骨
を
乗
ね
経
済

担
骨
例
曾
を
開
催
。
凡
木
部
長
円
歓
迎
の
僻
に
つ
ぎ
、
新
任
助
手
抜
び
に

朝
入
畢
生
白
謝
辞
及
川
伊
臼
己
紹
介
あ
り
、
そ
れ
に
て
一
臨
軟
迎
曾
を
棒
へ
、

七
時
十
五
分
よ
り
例
曾
に
入
っ
た
。

「
岡
家
購
買
力
ー
と
慨
民
購
買
力
」
と
題
さ
れ
て
谷
日
教
授
の
報
告
が
行
は

れ
た
。
(
内
事
は
、
本
誌
五
月
続
所
載
論
文
参
照
)

報
告
後
質
問
に
入
り
、
九
時
四
十
分
盛
曾
裡
に
終
了
し
た
。

常
日
の
同
席
者
汐
見
、
谷
口
、
八
木
、
柴
同
、
中
川
、
大
塚
、
堀
江

(
惇
て
中
谷
、
穂
積
、
徳
永
，
静
岡
、
青
山
、
松
井
、
田
#
、
堀
江
(
英
)
、

錯
木
町
諸
先
生
。
脊
盛
、
有
井
、
有
問
、
井
上
(
腿
)
、
岡
部
、
尾
ト
、
河

野
、
野
菌
、
揮
崎
、
津
村
、
辻
、
松
木
、
一
一
一
谷
、
山
崎
、
尤
、
翠
、
蓮
白

諸
氏
。

報

4三云
タt

畢

量E

鰹

O
本
問
中
名
車
内
敬
投
山
本
美
越
市
民
は
昭
和
十
六
年
若
月
十
三
日
必
去
せ
ら

る。

漬

O
大
邸
中
院
入
車
許
可
(
経
群
島
部
所
属
)

金
融
の
理
論
的
並
に
究
謹
的
師
究

東
亜
金
融
論

東
亜
費
源
論

満
洲
闘
に
於
け
る
養
源
の
間
前
究

金

融

論

劉漣金刑事

子井
単

刀< --

第紘徽ぅ巳湘

柴

清

鰹

事

曾

o
Z
H例
富
一
一
一
月
十
五
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
、
柴
文
曾
館
に
於
て
開

催
さ
れ
去
の
報
告
が
あ
っ
た
。

日

情

聴

争

に

お

け

る

清

朝

の

財

政

々

策

柏

井

象

堆

民

東
亜
組
済
論
叢
第
一
審
第
二
親
張
載
論
文
書
服
。

調

題

に

於

け

る

厨

域

担

済

諭

桧

井

講

師

こ
の
報
告
の
課
題
は
近
頃
施
行
の
庚
域
純
持
論
を
一
腹
そ
の
護
止
の
地

濁
逸
に
求
品
、
調
逸
円
闘
際
輯
静
思
想
史
の
一
環
、
と
し
て
そ
れ
が
持
づ
意

義
を
明
、
切
か
に
す
る
に
あ
ワ
た
。
一
九
三

O
午
の
世
界
恐
慌
は
、
第
一
次

世
界
大
職
の
敗
者
調
題
に
最
も
探
刻
な
打
撃
を
奥
へ
た
の
で
あ
る
が
、
直
但




